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【開会】 

○事務局（岡本政策企画課長） 

  大変お待たせしております。事務局、政策企画課長の岡本と申します。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

  それでは、定刻を過ぎました。大変申し訳ございません。ただいまから、第２回周

防大島町総合計画策定審議会を開会させていただきます。 

  はじめに、委員の異動につきましてご報告いたします。お手元の策定審議会委員名

簿のとおり、委員にご就任いただいております、山口県農業協同組合周防大島統括本

部、周防大島町自治会連合会及び周防大島町小中学校ＰＴＡ連合会の３つの団体の委

員さんが代わられましたので、後任の方へ委員の委嘱替えを行っております。 

  山口県農業協同組合周防大島統括本部、平田委員様、周防大島町自治会連合会、井

川委員様、周防大島町小中学校ＰＴＡ連合会、吉村委員様にご就任をいただいており

ます。 

  新たに就任された委員の皆様には、委嘱状をお手元にお配りさせて頂いております

ので、ご確認をお願いいたします。後ほど全体の自己紹介を予定しております。 

  なお、欠席の連絡を、シニアクラブ連合会の高田委員、自治会連合会の井川委員、

母子保健推進協議会の高田委員から、大島郡医師会の野村委員から遅れる旨の連絡を

いただいております。副会長の山崎委員につきましては、後ほどお越しいただけると

思っております。 

  本日は、総合計画の策定支援業務を請け負っております、㈱ぎょうせいの担当者２

名も事務局として、同席をさせていただいております。よろしくお願いします。 

  それでは、会議に先立ちまして、大下総務部長がご挨拶を申し上げます。 

 

【総務部長あいさつ】 

○あいさつ（大下総務部長） 

皆さんおはようございます。本日はお忙しい中、第２回目の総合計画策定審議会に

ご出席いただきましてありがとうございます。この度、新たにご就任いただきました

委員の皆さまにおかれましては、快くお引き受けいただきましてありがとうございま

した。計画策定まで限られた期間ではございますが、お力添え賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。本年１月に行いました第１回目の会議以降、新型コロナウイ

ルスの影響も懸念されましたが、住民アンケートの実施、３回の庁内策定会議、ま

た、住民を対象としたまちづくりワークショップを行い、策定に向けての作業を進め

させていただいております。本日は、改めて策定方針の説明やアンケートの結果報

告、それらを踏まえた分析結果、骨子案等をご説明させていただきますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。簡単ではございますが、開会のあいさつとさせていただ

きます。 
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○事務局（岡本政策企画課長） 

 続きまして､開会にあたり、河原会長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

【会長あいさつ】 

○あいさつ（河原会長） 

  皆さん、こんにちは。前回に引き続き、ご出席ありがとうございます。今日もよろ

しくお願いします。少しお話をさせていただきたいと思っております。 

 少し大層なのですが、世界の歴史は感染症とともに大きく変化してきたと言いま

す。大幅な人口減少が起こってくるわけですが、そういうこともあったわけですが、

そういったことによりまして、農耕、農業ですね、それが牧畜に変わり、そこでゴル

フが生まれてきたという風な歴史もあるという風に聞きます。要するに、農業は人手

がかかるのですが、感染症で人がいなくなって、人口が減少しまして、新しい産業を

生み出さなきゃならない、そういうことで移住者を頼って、牧畜が回ってきた、産業

として生まれてきた。農業の時はいちいち草を取ってずっと忙しいですが、牧畜であ

ったら、羊を放し飼いにして、後は犬に追わせていたようなところがあって、割と管

理というか、時間的に楽な部分があって、そういうところでいわゆる牧場の人達がゴ

ルフの原型のようなことを始めた、というようなことが言われているそうです。そう

いう風に産業形態が大きく変わり、その過程で資本主義とか産業革命も成立したと言

います。また、近年は、価値観の多様化やグローバル化によりまして、世界はカオス

の時代に入ったという風に言われてきましたが、今これに新しい新型コロナが加わ

り、まさに混沌の渦の最中にあると言えるのではないかと。 

  だから、これからの未来の時代を、どの方向に、いかに「切り拓いて」行くかが、

総合計画のテーマとして不可欠なメッセージ、これまでとは異なるメッセージが必要

なのではないかという風に思っております。 

  これからの経済活動をどう考えるか、観光や地場産業をどう活性化するか、教育・

福祉・医療をどうするか等が大きな課題でありますが、同時に、世界的にはＳＤＧｓ

等で、環境や資源・人権等の課題も喫緊の切実な課題で、避けては通れないフェーズ

に入っております。 

  気候変動では、自然災害も常態化してきております。大変な台風がやってくるよう

な時代になっております。ですから、常設の対応が今後必要になってきます。 

  また、資源問題では、77億、6億ですか、の世界人口と言われておりますが、人類

が今の日本並みの生活をしようとしたら、地球が３個いると言う風にも言われており

ます。だったらどうすれば良いのか。「そんなもん構っちゃおれんよ」それも本音か

もしれませんが、世界はグローバル化して、途上国の風土病が瞬時にパンデミックと

なって返ってくる、それが現実であります。その対応が無縁とは言えなくなっており

ます。 
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 だから、それらのことも考慮に入れながら、シンク・グローバリー、アクト・ロー

カリー、まずはこの町で持続的に心穏やかに暮らしていくためにはどうすれば良いか

を真剣に考えていかなければなりません。 

  80年後には、日本の人口は半分になると言います。50年後の大島の人口は後から数

字が出てくるかもしれませんが、一説によると50年後には大島の人口はゼロになると

いう試算もあるという風にも聞きます。考えたくもありませんが、現実に目をそむけ

てはなりません。 

  これらの課題解決は、この町だけで解決できるものではありませんが、きれいごと

でごまかすのではなく、我が周防大島丸の沈没を未然に防ぐために、これまでの施策

の評価・反省を十分にし、㈱ぎょうせいさんのレクチャーをいただきながら、多くの

知見を集め、総合計画の策定に臨んで参りたいという風に思っております。 

  本日も、建設的なご意見をよろしくお願いいたします。 

 

【自己紹介】 

○事務局（岡本政策企画課長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、初めての方もおられますので、自己紹介ということで、河原会長から順

に時計回りで、所属とお名前の自己紹介をお願いしたいと存じます。 

〈自己紹介→ 時計回り〉 

  ありがとうございました。 

 

【会議成立の確認】 

○事務局（岡本政策企画課長） 

  ここで、策定審議会の成立についてご報告いたします。 

   本日の策定審議会は、委員17名中､半数以上の出席をいただいておりますので､周防

大島町総合計画策定審議会条例第６条第３項の規定によりまして、会議が成立してい

ますことをご報告いたします。 

 

【資料の確認】 

○事務局（岡本政策企画課長） 

  それでは、協議に入らせていただく前に、資料の確認をさせていただきます。 

  会議次第と策定委員名簿をお手元に配布してございます。本日の資料につきまして

は、資料の右肩に資料番号を印刷しております。会議次第に沿って資料番号の、資料

①から資料⑥を予定しておりますが、本日お持ちでない資料や不足しているものがご

ざいましたら、事務局にお知らせいただけたらと思っております。 

  資料の予備を用意しておりますので、もし過不足があれば、後ほどまた教えていた
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だければと思います。 

 

【協議事項】 

○事務局（岡本政策企画課長） 

  それでは協議の方に入らせていただきます。 

  なお、審議会条例第６条第２項の規定によりまして、「会長が議長となる」ことと

されておりますので、河原会長に以降の議事進行をお願いいたします。 

 

(1) 総合計画の策定方針について 

○議長（河原会長） 

 それでは、私の方で早速議事を進めさせていただきます。 

 １番目は、協議事項の(1)で、「総合計画の策定方針」についてということです。

事務局、㈱ぎょうせいさんの方でよろしいですか。ご説明をお願いします。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 今回は、基礎資料がメインでございますので、私どもの範疇ということで、私の方

からご説明申し上げたいと思います。木下と申します。よろしくお願い申し上げま

す。 

 それでは、資料①ですが、「周防大島町総合計画策定方針」と言います。これは、

当初の時の策定方針です。中身は触っておりません。めくっていただきますと、「総

合計画策定の趣旨」というのがあります。ざっと読ませていただきます。「本町は、

平成18年度から令和２年度までを計画期間とする周防大島町総合計画を策定し、『元

気・にこにこ・安心で21世紀にはばたく先進の島』を目指す将来像として、人と人、

人と自然、人と歴史をつなぎ、合併という未来への投資を選択した周防大島町は、

『ひと・まち☆きらり』を基調に、元気な町の再生と、将来を担う子や孫に笑顔あふ

れる大きな舞台を展望し、誰もが安心して暮らせる未来への実現へ向け、住民と行政

との協働による自主自立の住民本位のまちづくりを進めてきました。次期総合計画の

目標年次である令和２年度の半ばにした現在、地方自治体を取り巻く社会経済情勢

は、人口減少や少子高齢化、高度情報化の進展、社会・経済のグローバル化、地球温

暖化をはじめとする環境問題など時代とともにめまぐるしく変化しています。」あえ

て言うならば、今年はそういう新しいコロナ禍というのが出てきていますので、入る

のではないかと思いますが、「この中で、本町は医療・福祉・子育て環境の充実、地

域産業の振興、教育環境の整備、住環境の整備、協働のまちづくり推進等、堅実な歩

みを続けています。しかしながら、少子高齢化社会による社会保障政策、高度情報化

をはじめとする社会資本の整備、教育環境の充実、産業振興などの行政課題に加え、

社会情勢の変化に応じた、新たな行政需要が予想されるところです。このような観点

から、今年度策定する『周防大島町人口ビジョン』及び『周防大島町まち・ひと・し
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ごと創生総合戦略』」というのが大きな柱ですが、「はじめ、各種既存計画との整合

性を図りながら、町民・事業者等が主体となるまちづくりを推進するため、総合的か

つ計画的な行政運営の指針として、令和３年度を初年度とする周防大島町総合計画を

策定します。」ということでございます。 

 計画策定の基本的な考え方ですね、中は読みませんけど、項目だけ読みます。ひと

つは「町民との協働による計画づくり」になります。町民の皆さまと協働で作ってい

くということで、アンケート調査、ワークショップ等を踏まえて、自分から参加する

機会を得ながら整理をしていくということ、それから「わかりやすい計画づくり」レ

イアウトとか指標を提示するとか、今の現計画は少し長くなっているところもありま

すので、コンパクトに訴えかけられるようにしたいと考えております。それから２ペ

ージ目の(3)、「実効性があり、活用される計画づくり」これは当然ですね。実効性

がないと意味がありませんし、常に総合計画を見ながら行政の各担当者が動いていた

だくという環境づくりがいるだろうと思います。それから４番目が「周防大島町総合

戦略をふまえた計画づくり」ということで、総合戦略というのは人口減少抑止対策と

いうことで、５年前に作られた新しい国の戦略で、内閣府が担当しているものでござ

いますけれども、それとの整合性を十分図ることが言われております。 

 それから長期総合計画の構成としましては、まず、下にあります計画の構成です

が、「基本構想」、基本構想は、町の目指すべき基本理念と将来像を定め、その実現

のための施策の大綱を示すものです。令和３年度から令和12年度までの10年間。「基

本計画」は、基本構想に掲げる将来像を実現するため、各分野での取り組むべき施策

の体系と、それを実現するための主な事業計画を示すものです。通常、他の自治体さ

んは今全国で千八百いくつかの自治体がありますが、ほぼ同じような横並びで前期と

後期に分けてですね、計画を策定されるようになっております。 

 次のページをめくっていただきまして、「実施計画」でして、基本計画に基づく具

体的かつ主要な事業計画を示すもので、５年間の事業計画を策定し、毎年度見直しを

行いながら、社会動向に対応したものとします。下の方に書いておりますけれども、

実施計画というのは、基本計画に挙げられた施策事業についてもっと細かく事務事業

レベルで制御するという計画でございます。通常、内部での行政に関わる部分でござ

いまして、これによって動いていくということでございます。 

 ４ページ目の策定体制でございますけれども、３つの策定体制がありまして、ひと

つは皆様方の策定審議会、というのが一番上位でございます。その審議会に上程する

ためのいろいろな内部の検討が策定委員会と言いまして、副町長を委員長とする庁内

組織でございます。ここでもまれた内容を審議会に上げていく。それから、その一部

ですけれどもプロジェクトチームというのは、分野ごとに細かく検討する場面のチー

ムを編成しておりまして、そこで特に基本計画について検討していただくということ

でございます。５ページにその体制を書いております。 
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 なお、６ページにスケジュールがありますけれども、若干変更等がございますの

で、次に行う細かいスケジュールのところ、資料②のところでご説明したいと思いま

す。以上でございます。 

○議長（河原会長） 

 はい、ありがとうございました。 

 このことについて、質疑を受けたいと思いますが、いかがでございましょうか。 

 この会議は、４ページの今説明がありました、策定体制１番のところの審議会とい

うことで、しっかり皆さんのご意見を出していただいて、反映していこうと思うの

で、しっかりご意見をいただきたいと思っております。はい、どうぞ。 

○委員（荒川委員） 

 ５ページの策定体制図のところで、コンサルタントというのはどこを指している

か。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 私ども（㈱ぎょうせい）でございます。 

○議長（河原会長） 

 ㈱ぎょうせいさんが担当されるということで。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 そうです。ただ、計画の時には、体制図の中に自社を載せるかどうかは別にして。

コンサルタントとしては載せませんので。今回の策定方針の中でこういう役目をしま

すという意味で載せていますから、ご理解賜りたいと思います。 

○議長（河原会長） 

 他の方、いかがでしょうか。しっかり声が出る方が進めやすいので、しっかりご発

言をお願いしたいと思います。 

○委員（吉村委員） 

 策定方針ですから、最後にあるように「広報やホームページ等により広く町民に公

表し、共有を図る」ということは、今後の予定ということで良いでしょうか。 

○議長（河原会長） 

 事務局の方、お願いします。 

○事務局（木嶋地域振興班長） 

 事務局の木嶋と申します。本会議の内容でありますとか、策定に当たってアンケー

ト調査とかワークショップとかさせていただいておりますけれども、随時広報等で、

ホームページ等で情報提供させていただく予定にしております。ワークショップも募

集を広報、ホームページでさせていただいております。この会議の議事録というか、

会議録につきましても、公表させていただくという風にしております。 

○議長（河原会長） 

 ご理解いただきましたか。他に質疑はありませんか。他にございませんか。 
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 他に質疑がなければ、この件につきましてはご了承ということでよろしいでしょう

か。 

＜了承の声＞ 

○議長（河原会長） 

 ありがとうございました。  

 

(2) 総合計画策定のスケジュールについて 

○議長（河原会長） 

 それでは２番目、「総合計画策定のスケジュール」の方に入っていきたいと思いま

す。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 失礼します。大変恐縮でした。座らせていただきます。 

 改めてＡ４判の資料②でございますけれども、順番から言いますと、上の「町の現

状、特性の整理・分析」の大まかなところ、それから「社会経済動向などの整理・分

析」、それから「総合計画の検証、分析・整理」、それから「基礎調査結果の分

析」、「方向性のとりまとめ」、それから「住民参画に関する運営支援」、それから

「各課ヒアリング」もですね、現時点でほぼ終わっております。今日、最後の残りの

３課の「各課ヒアリング」を残すのみでございます。ということは、私どもいつも言

うのですけども、この辺が基礎調査と言いまして、基礎調査分についてほぼ終わりま

して、今日は、その結果の一部をかいつまんでご説明しているとご理解下さい。これ

を受けまして、今日ご提示していますのは、骨子案を見てもらった後に、これから素

案という形で作っていきます。本格的な議論は次回の素案の時になるかと思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。そこで、資料②を少し色掛けしているかと思

いますが、審議会のところを見ていただきますと、今日が10月２日でございます。次

回が基本構想素案ということで、叩きをお示ししますが、これが11月の中旬、最後に

パブコメを経まして１月に承認をいただくということで、基本３回を想定しておりま

す。よろしくお願いしたいと思います。以上でございます。 

○議長（河原会長） 

 いかがでしょうか、今のことについて。 

 「各課のヒアリング」というのは、どういうことを言われたのでしょうか。 

○事務局（岡本政策企画課長） 

 失礼します。事務局の岡本と申します。よろしくお願いします。各課のヒアリング

につきましては、基本計画の下の実施計画等の積算をするために、各課の持ち合わせ

ている事業について、現在各課のヒアリングをさせていただいております。そういっ

たものも含めまして、総合計画の基本構想、基本計画の中に盛り込んでいくという流

れで進めております。 
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○議長（河原会長） 

 このスケジュールでよろしいでしょうか。はい、どうぞ。 

○委員（桑原委員） 

 細かいことなのですが、今回以降３回やるのですよね、策定審議会を。今日は第２

回ということになっていますけれども、資料の①の６ページを見ると、10月が第１回

ということになっていますが、これは。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 資料①は、冒頭申し上げましたように、当初に作ったもののスケジュールが少し残

っていまして、それで新しく今回スケジュール案ということでご説明させていただき

ますので。申し訳ございません。 

○議長（河原会長） 

 回数としては足していけば良いわけですね。今年度は４回の審議会があると。他に

いかがでしょうか。はい、お願いします。 

○委員（中元委員） 

 各課のヒアリングの実施というのがありますが、各課のヒアリングというのは済ん

でいるのですか。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 失礼します。９月から進めておりまして、本日、教育委員会が最後ということで、

福祉分野等につきましても既にヒアリング等は終了させていただいております。これ

は各課が持っている事業ということで、各課との調整でございます。 

○議長（河原会長） 

 何かございますか。 

○委員（吉村委員） 

 業務委託スケジュールで、骨子の作成でこのスケジュールは十分理解できるのです

が、その後10カ年計画であれば、どこか備考欄でも良いので、その後の進捗の確認

や、実効ある計画を立てるということになっているので、その辺の進捗度合いをチェ

ックする機会が一切書かれていないと思うのですが。 

○議長（河原会長） 

 どういう風に考えておられますか。 

○事務局（岡本政策企画課長） 

 失礼します。進捗の度合いにつきましては、今ご提言ありましたように実効性がな

いといけないと当然踏まえておりますので、各分野の調整がなくなった段階で全体の

進捗と併せて事務局の方で確認をしていきたいと思っております。 

○委員（吉村委員） 

 ありがとうございます。 

○議長（河原会長） 
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 漸次というか、適宜チェックが必要だということでしょうか。他にいかがでござい

ましょうか。はい、どうぞ。 

○委員（桑原委員） 

 会議というのは、１年間やったら来年からは無くなるということでしょうか。 

○議長（河原会長） 

 事務局お願いします。 

○事務局（岡本政策企画課長） 

 失礼いたします。今言われたとおりでございまして、計画を策定するために現在各

分野の会議にご出席いただいております。今後１月に答申をして、計画が策定された

以降につきましては、審議会等は今のところ予定はしておりません。 

○議長（河原会長） 

 委員の任期はいつになっていますか。 

○事務局（岡本政策企画課長） 

 任期は令和４年までです。 

○議長（河原会長） 

 任期は一応あるのですね。会議としては当面ないと。そういう理解ですね。 

 他にいかがでしょうか。ないようでしたら、以上ご了承いただいたということでよ

ろしいでしょうか。 

＜了承の声＞ 

 

(3)アンケート調査の結果報告について 

○議長（河原会長） 

 それでは、３番目「アンケート調査の結果報告」の方に入りたいと思います。説明

をお願いします。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 失礼いたします。座らせていただきます。 

 ３の①、青い本篇の方で、もうひとつの３の②というのは色々載せていますが、読

み上げるのではなくて、私どもの方で中身を短時間でご説明いたします。 

 このアンケート調査の意味というのは、今後素案とかを議論いただくときに、いつ

も手元に持ってきていただくとありがたいなと思う資料でございます。こういうのを

手元に置いていただきますと、「アンケートにこういうのが出ていたよね」というの

が抜けているのではないかというご指摘のための材料でございます。あくまで基礎調

査でございまして、結果の報告ですので、ご理解いただければと考えております。 

 ちょっとめくっていただいてですね、１ページ目、調査の概要。アンケート調査で

必ずこういう概要を作るのですけれども、２千人に配布しまして、回収が911票、

45.6%という回収率でございます。私どもが見る場合は、回収率ではなくて回収数を
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見ていきます。抽出した母集団に対してどれだけ回収できたかということを見るので

すが、通常、45.6%という回収率をつい見てしまいますが、これは正直申し上げて高

い方です、町の方はですね。通常、総合計画というのは、高齢者の調査や障害者調査

とは違って、関心の度合いが違いますので、大体40%、40%超えれば御の字だと言われ

ている調査でございます。ですので、比較的高い方かなという感じを持ちました。 

 少しめくっていただいてよろしいでしょうか。７ページ、まずいきなりですが、買

い物をする場所ということで、食料品など日常的なもの、これは町内と柳井市という

人が圧倒的に多いという比率でございます。 

 ９ページをお開きいただけますでしょうか。衣料品や家電製品などはどこで買いま

すか、これは買い物地というのですけれども、柳井市が圧倒的に多くて86.3%、町内

は17.6%という形になるかと思います。 

 11ページをお開き下さい。病気の時などによく受診する医療機関はどこですか。こ

れは町内のところで85%ということで、ほぼ8割以上の方がよく利用されている。柳井

市が45%という形でございます。 

 13ページをお開き下さい。あなたは周防大島町を「住み良い町」だと感じています

か、住み良いと感じる23.5%、どちらかといえば住み良いと感じる39.4%、合わせまし

て62.9%、6割以上の人が住み良いと感じる、という風に答えております。ちなみに住

みにくいと感じるのが12.1%、どちらかといえば住みにくいが12.1%ですね、住みにく

いと感じるのが7.2%ですので、約２割位が住みにくいと感じていらっしゃる。62.9%

という数字が高いのか低いのかということでございますけれども、正直申し上げます

と、最近私どもが経験したところによりますと、大体７割を超えている自治体が多い

ですから、微妙な数字でございます。根拠と言いますか、比較して厳密にこうだとは

言えないのですけれど、類似したところで見ますと少し低いかなという感じを持って

おります。 

 それから、15ページをお開き下さい。あなたは町の住み良いところは主にどのよう

なところだと思いますか。自然環境がよい80.9%、圧倒的、治安が良いこと、この２

つが圧倒的に多くて、３番目に地域の付き合いが充実しているという、コミュニティ

の形成度合いが３番目に挙がっています。 

 少し飛ばしていただいて、19ページでございます。あなたは町の住みにくいところ

は主にどのようなところだと思いますか。住みやすいではなくて住みにくいところを

聞いているのですが、交通の利便性が悪い66.2%、これは以前からもずっと言われて

いることかもしれません。買い物や飲食・遊ぶのに不便である55.9%、この２つが圧

倒的に多くなってきております。 

 次をお開き下さい。23ページ、あなたはご近所の人とどのようなお付き合いをされ

ていますか。親しく付き合っている39.4%、あいさつする程度51.3%、付き合いはほと

んどない、まったくないが合わせますと約８%ですので、何かしらの形で付き合いが
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ある、あいさつを良くする。特に、親しく付き合っている比率というのは相対的に高

いです。先程、町の住みやすいところというか良いところで挙げたのは近所付き合

い、コミュニティを挙げていますので、相関が見られるのかなという風に感じており

ます。 

 少しめくっていただいてよろしいでしょうか。27ページ、地域活動に関する参加の

度合いでございます。よく参加している人が24.8%、それから時々参加しているが

32.5%、合わせますと57.3％でございまして、これも先程とのつながりで、地域との

つながりが良いところがひとつの良さだというところを踏まえますと、比較的積極的

に参加されているのではないかという感じを持っております。 

 少し飛ばします。重要なところは実は次にあるのですけれども、44ページ、これ実

は満足度と重要度というのがありまして、どういうことかと言うと、５段階で評価し

ますといういつもの手法なのですけれども、満足度と重要度の絡みをいくつか挙げて

いますけれども、重要度が高いといったものの不満がある、つまりまだ満足していな

いけれども重要だよというところを、今後重点的に推していかなければいけない施策

と理解させていただいていますけれども、44ページを見てみますと、今後の重要度が

高いと思われるまちづくりに関する取組と不満と回答した割合となっています。つま

り、１番多くが働く場の確保と人材育成となっています。重要だけれど不満も高いと

ころでございます。それから、病院・医療サービスの充実、といったところも上位に

挙げられていることかなと思います。この辺がひとつの大きなポイントだと思いま

す。 

 それから、45ページで幸福度というのを聞くのですが、これは国がやります総合戦

略などによく使う手法でございまして、0から10点であなた今何点の満足度ですかと

いうのを聞く質問でございます。とても幸せを10、とても不幸を0とした場合何点で

すかということなのですけれども、少しバラツキがありますが、７点が一番多いと。

それから５点、８点というところでございますので、大体６点台位の幸せ度かなと。

ただ、これは相対的なものですので、これが絶対よというところはどうかという感じ

でございます。 

 47ページをお開き下さい。あなたは今後も町に住み続けたいと思いますか、という

質問なのですけれども、住み続けたいと思うが42.0%、どちらかといえば住み続けた

いと思うが27.1%、合計を言いますと69.1%でございます。これはちょっと申し上げに

くいのですけれども低いです、69.1%というのは。大体75%位は行くかなという感じを

持っているのですけれども。そういう感じでございます。 

 そういうのをちょっと頭に置いていただいたうえで、49ページを見ていただきたい

のですが、住み続けたいと思わないのはどういう理由ですか。買い物が不便だから、

が67.2%、それから医療関係に不安を感じるが44.8%、老後に不安があるから41.4%、

働く場が少ないから33.9%ということで、今まで出てきましたいろいろな重要度・満
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足度等と照らし合わせますと、その辺はつじつまが合うような形になっているかな、

ということでございます。 

 53ページをお開き下さい。子どもたちが将来、町に住むことへの考えということ

で、あなたは、自分の子どもや孫、地域の子どもたちに、将来町に住んで欲しいと思

いますか。住んで欲しいと思う20.6%、どちらかといえば住んで欲しいと思う29.7%、

そうしますと約半分ですね、親、対象者の方が子どもや孫に対してそういう感覚を持

っていらっしゃるということでございますので。参考までに、どちらかといえば住ん

で欲しいと思わないが16.7%、住んで欲しいと思わない11.1%ですので、約３割位の人

が住んで欲しくないという言い方はおかしいのですが、そういう意識があるのだから

ということをちょっと見ていただけたらと思います。 

 55ページをお開き下さい。住んで欲しいと思わないとはどういうことですか。圧倒

的に多いのは、全体と18歳未満の家族がいる人というのを分けて計算しているのです

が、ほぼ近似していまして、働く場が少ないから、通勤・通学が不便だから、買い物

が不便だから、というところがずらりと来ています。特に、18歳未満の子供がいる場

合は、働く場が少ないからが上位に来ていまして、それから上から５つ目ですけれど

も、子どもの教育環境に不安を感じるから、が全体をはるかにオーバーしているとい

うところで、子どもに対する居住意向に対してはこういう意識があるという風に見て

いただければありがたいなと思います。 

 それから58ページをお開き下さい。人口減少が進む状況の中で、町は今後どのよう

な組織に力を入れるべきだと思いますか、と書いています。取組ですね、失礼しまし

た。１番目、トータルで多いのは、働く場所や雇用機会の創出というのが圧倒的に多

くて49.2%、続いて、医療環境・福祉環境の整備・充実というのが12.4%、合計します

と、圧倒的に働く場所や雇用機会の創出というのが目立って高くなってきているとい

うのが特徴でございます。細かい分析はそれぞれ出ていますので、今日は家にでもお

持ちになって、時間がある時に見ていただければ、問題意識が出てくるのではないか

なという気がいたします。 

 それと、62ページをお開き下さい。安心して暮らすために地域の中で力を入れるべ

き取組と書いています。個々の優先順位で１番目から３番目まで順位を付けているの

ですが、１番多いのは、圧倒的に地域のつながり、助け合いの仕組みづくりではない

かということ、自治会や地域活動の活性化が２番、そして防災・防犯・治安の向上に

向けた住民同士のネットワークづくりというのも上位に挙げられております。この辺

も地区別・性別で整理させていただいておりますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 66ページをお開き下さい。子育て世代が住みたいと思える子育て環境の充実のため

に必要な取組で、重要と思われるものを３つまで同じように選ぶのですが、圧倒的に

多いのが、安心して出産できる環境づくり、それから費用の負担軽減、預けられる環
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境の整備。つまり出産から子育てまで一貫したということがよく言われますけれど

も、確かワークショップの時も婦人科・産婦人科の問題が結構出たと思います。その

時のキーワードは、女性にやさしいまちづくりという視点から言うと、どうもこの辺

と整合性が取れるということで、安心して出産できる環境づくりが非常に大事な要素

として挙げられている、というところを見ていただければありがたいなと思います。 

 あと少し飛ばさせていただきまして、細かい項目ごとのことなのですが、78ページ

をお開き下さい。あなたは、将来についてどのようなことが不安ですか。自分や家族

の健康のこと、それから少子高齢化による地域の衰退、自分や家族の介護、自然災害

というところが３割以上の回答が出されている部分でございます。 

 少しめくっていただいて、87ページをお開きいただければ恐れ入ります。災害や危

機に対して準備していること、災害や機器、災害や減災ということが出ていますの

で、何か準備していますか、ということですけれども、いわゆる共済や保険の加入と

いうのがまず１番、それから食料・飲料水の備蓄、それから非常持ち出し品の用意、

避難所・避難ルート・連絡場所の事前確認という基本的なところですね、それからハ

ザードマップによる災害リスクの確認というのも４人に一人の方が答えていらっしゃ

る。特に最近は、災害の時はハザードマップを確認して下さい、という情報がよく出

ますので、この辺もそういうことなのかなと思います。 

 90ページ、最後ですけれども、町に関する情報伝達として、とありますが、広報紙

ですね、78.3%、回覧板が46.3%、防災行政無線が39.1%、テレビ、議会、そしてホー

ムページが２割弱というところでございます。この辺の活用というのをどう上げてい

くか、前からずっと言われていることでございますけれども、そういう背景をちょっ

と考えていかなければいけないのではないかなと考えております。手短でございまし

たけれども、ポイントだけ説明させていただきました。ぜひこれを参考に今後の素案

の検証をいただければと思います。以上でございます。 

○議長（河原会長） 

 ありがとうございました。膨大な資料でしたので、引き続きと思いますが、それぞ

れのご担当と言いますか、いろいろ課題等が見えたのではないかと思いますが、意見

があれば。はい、どうぞ。 

○委員（北風委員） 

 このようなアンケートなのですが、周防大島町内部でアンケートを取られているの

で、内輪の話だけに留まっていて、私たちの方から話が出た中では、７割は他の地域

と比べて良いのか悪いのか、外部と比較されているのですが、外部の資料がここにな

いので、例えば同じような規模の、周防大島町と人口が同じ位で農業が盛んでとか、

同じような規模の比較を、大雑把な知識がこちらにはない状況で、比較をするのが非

常に難しいと思うのですが、そういう資料というのは提供できないでしょうか。 

○議長（河原会長） 
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 お願いします。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 基本的に、今申し上げたのは、現時点でやっている調査でございます、あくまで

も。アンケートなどは各市町のホームページなどに上がっていると思いますので、そ

こで確認いただきたいということと、私どもがやっているところで、今どこの町がそ

うでしたとは言えないです、いろいろな義務がありますので。そういうことで、今簡

単に比較をしたときにこう感じましたということですが、根拠的に、統計的に差があ

りますよということは全然できませんので。感覚的な問題です。そう言う風にご理解

いただけるとありがたいなと思います。 

○議長（河原会長） 

 ありがとうございました。今言われるような、皆が納得するような感覚を、全部で

なくても何箇所か教えてもらえるとありがたいという感じがあります。どうぞ。 

○委員（荒川委員） 

 全体のアンケート調査に関わってくる問題なのですが、一番初めに返ってですが、

調査対象２千人に対して回答率が45.6%で、実際には911人の回答があった。これはア

ンケートを取るに足りる数字なのですか。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 申し上げます。基本的にはアンケートに足る数字でございます。基本的に私ども冒

頭申し上げましたように、私ども回収率ではなく回収数を見ます。もし全島民にアン

ケートを取った場合、母集団といって全数調査になりますので、その時は結構回収数

を求められるのですが、実はこれサンプリングと言いまして、人口から18歳未満を抜

いて２千人しかおりません。抽出率が例えば１割とか５割とか、ちょっと専門的にな

りますが、国勢調査の場合は１%抽出で最初の速報を出していく位のレベルです。こ

れは何で見るかというと、母集団の数が全然違うわけです。通常、最低で300人の回

答があれば、ちょっと統計的で申し訳ございません、統計誤差を５%～10%認めても有

意な差はないということで使わせていただいています。そういう意味で回収数も回収

率も問題ないと言わせていただきました。 

○委員（荒川委員） 

 詳しく行きますと、この回答数の中の世代間の数字ですかね、これは全然問題ない

数字ですかね。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 構成的にはよくばらつきが出ていると思います。と言うのはですね、郵送調査の場

合は、最初に年代別に層化抽出と言いますか、年代ごとに抽出に行くのです、人口の

レベルに合わせて。例えば、千人であったら、今20代が12%であったら120人抜いてい

くとします。最初はそれで配るのですけれど、後は回答者の意思で、返すか返さない

かが決まってきますので、ばらつきが出るわけです。そうすると、高齢者が異常に高
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くなる市町があります。もっと町村部に行きますと、ものすごく高いのです、60代以

上が。ところが、町の回収を見ますと、それほど偏りがなくて、もちろん高齢者が高

いのは高いのですが、30代以上が結構答えていらっしゃる。これは、僕はすごく良い

構成比だと考えていますので、それを含めて問題ないかと思っています。 

○議長（河原会長） 

 良いですか。数字というのはマジックの部分もあって、よくわからないということ

はあるわけなのですが、一応、このアンケートに対しましては信ぴょう性があるとい

うご回答でございました。私は学校にいたのですが、１学級16人位の子どもらで何パ

ーセントがどうこうといっても、資料に信ぴょう性がないということもあるのです

が、成長混在曲線などを考えても100名いないと効果がありませんが、300名ですと有

効とのお話がありましたが、一応合格と、信ぴょう性がある数字であると認めたとい

うことだと思います。その他いかがでしょうか。福祉関係、教育関係いかがですか。

難しいですよね。 

○委員（吉村委員） 

 このアンケート結果は、町民に２月から３月にやられていらっしゃっていて、公表

はしないのですか、結果は。 

○議長（河原会長） 

 事務局お願いします。 

○事務局（岡本政策企画課長） 

 失礼します。このアンケート調査につきましては、公表できる部分、全てではない

のですけど、公のものとして公表するものは想定していますが、まずは審議会等に情

報を提供してからという風に考えております。 

○委員（吉村委員） 

 アンケートの実行された方は、㈱ぎょうせいでよかったですか。企画とか内容とか

を決められたのは。 

○事務局（木嶋地域振興班長） 

 原案は事務局の方で作りまして、委託業者は㈱ぎょうせいさんではなくて、㈱サー

ベイリサーチセンターという、前年度作業させていただいたのですが、そちらが委託

業者です。 

○委員（吉村委員） 

 引継・経年で、この内容は、㈱ぎょうせいさんはご存じだった。 

○事務局（木嶋地域振興班長） 

 そうですね。作成に当たって分析をいただいた。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 補足させていただきますと、㈱サーベイさんにつきましては、皆同じ調査をやりま

すから大丈夫ですので。データでいただきますので。 
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○委員（吉村委員） 

 今後公表する予定なのであれば、なぜワークショップにこの資料は全く出ていない

のですかね。昨日もその話題になりましたけど、町民に今後公表しないというのであ

れば、いろいろな事情があってあれだと思うのですが、全部で５回やったワークショ

ップ、全部スタート地点が一緒で、全部最後がぼやけるような内容で、ただやりまし

たというだけに、計画の中に組み入れられるために参加しているのではないのです

よ。本当に町の10年後のことを思って参加している方が、どんどん回数が増えるにつ

れて増えることを期待して参加したのに、最後６人ですよ、ワークショップ。スター

ト地点で、まず課題を洗い出しましょうというところから始まったのであれば、もう

課題がある程度洗い出されているというのは、アンケートお持ちだったのですよね、

このアンケート内容が。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 申し訳ございません。まず、ワークショップは各地区、４地区、旧町毎にやりまし

た、１回だけです。毎回ずっと続けて同じように出てくるようなワークショップとは

違う、というやり方なのです。１回で終わり。各地区の方に出てもらうやり方。 

○委員（吉村委員） 

 自分が参加した１番最初に地区ごとの問題を出すのですか、町全体のことを出すの

ですかと聞きました。町全体のことを考えて、その中からご自身の身近なものを提案

されて下さい、ということであれば、当然最後４回あって、５回目は町全体のことを

話し合えると思って、期待して参加した人もいたと思うのです。でも、１番スタート

ラインが全く同じことで、ただ今までの計画が貼ってあって、こういうアンケートが

あって、町全体ではこういう問題意識を持っています、それについて、今日はここを

ピンポイントで、若しくは全体のことを、10年後を考えて話し合いましょうという前

段があるのなら、まだもっと盛り上がっていったのではないかなと。同じお金をかけ

て、同じ町民の時間を共有できる折角の機会であったのに、もっとファシリテーター

として、コンサルとしてやっていただくのなら、盛り上がって欲しかった。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 基本的に最後６人というのは、最終的に僕らは予想しなかった。ひとつは、アンケ

ート調査をやったということは、専門用語でバイアスと言いまして、ある意識を出す

時に、その意識が頭にありますから。ただ、問題については違っていて、今出したい

のは、地区別に抱えている問題を自由に議論しましょうというところから入りました

ので、用意ドンが違うということです。 

○委員（吉村委員） 

 地区別ですか。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 僕は地区別と言いました。町のこと全体を考えて、今地区で考えていらっしゃるこ
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とを頭に置いて、まず地区別に４地区やりますからよろしくお願いしますと、僕は言

ったのです。そこを議論してもここでは。 

○委員（吉村委員） 

 僕としてはすごく期待していたのですよ。ああいう機会を、できたら今後継続的に

やって、頻度はありますが、継続的にやっていくと、横のつながり、地域のつなが

り、周防大島４地区が本当に一つにまとまるような折角の機会だなと思ってすごく期

待して参加したのですが。最後盛り上がりはしたのですが、人数的にはちょっと。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 少なかったですね。それは、私どもも共通して考えていました。この議論は今後、

事務局と詰めながらどうするかを考えていきたいと思います。以上でございます。 

○議長（河原会長） 

 公表は今後どうするのかというのがありましたが、そこはどういう風に。公開する

かどうかというのがあったよね。検討します？ 

○事務局（木嶋地域振興班長） 

 まず、ワークショップなのですが、言い訳になるのですが、いろいろ広くやらせて

もらったのですが、昨日も建設的な意見をたくさんいただいて。ご夫婦のご参加が２

組急遽駄目になった、体調を崩されて来られないという方が急遽いらっしゃったの

で、10人以上確保できていたのかなと思っていたのが、急遽少なくなってしまって大

変申し訳なかったのですが。ワークショップの内容につきましても、整理したもので

公表できる部分はさせていただこうと思っております。 

○議長（河原会長） 

 皆が課題意識を持つということが非常に重要なことだから、何らかの形で知らしめ

ることは必要だと思います。 

 今のことでよろしいですか。ご了承いただいたということでよろしいですか。 

＜了承の声＞ 

 

(4) 町の現状分析結果報告について 

○議長（河原会長） 

 それでは、４番目「町の現状分析結果報告」からの資料の報告を。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 引き続きよろしくお願い申し上げます。 

 町の現状分析結果なのですが、これは人口ビジョンと言いまして、先程ちょっと出

ました総合戦略を作るためのベース資料でございまして、ほぼ国が指定している仕様

に近い形で整理をさせていただいております。全体の構成から見ますと、開いていた

だきますとわかるのですが、１、２ページあたりは町の沿革、それから３から６にか

けましては時代の潮流という、今話題になっている言葉なのですが、この辺につきま
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しては、最後の骨子案のところで触れますので、そこでお話しさせていただこうと思

いますので割愛させていただきます。この現状分析も、先程のアンケート調査と同じ

で、今後基本構想を詰めていく等の場面でお手持ちになっておいていただければあり

がたいなと思います。それから、まだ未定稿の部分がございますので、細かいところ

でまだ誤字があったりする可能性があります。その辺ご了承いただいたうえでご覧に

なっていただきたいと思いますが、とりあえず今日はポイントだけご説明させていた

だきたいと思います。 

 ８ページをお開き下さい。上の表を見ていただければおわかりになると思います

が、社人研と書いております。これは公益社会保障人口問題研究所というところがあ

るのですけれども、そこが人口推計のベースを作っていまして、ここにあります2065

年までというのは、社人研というところが推計した値を、内閣府速報で加工しており

ます。延長して2065年まで延長した値でございますので、社人研推計値と書いている

のが正確な呼び方でございます。社人研推計値なのですが、正確には内閣府が操作し

ているものでございますが、今会長の方が言われたように、1980年の場合は３万２千

人位総人口がいたわけでございますが、ずっと行きまして2065年になりますと、３千

６百人という、途轍もない位の落ち方をしています。どういうことかと言いますと、

何も施策をせずに人口減少に任せるままにいくとこういうことになります、というシ

ナリオでございます。下の方の表を見ていきますと、その時の人口構成と構成表なの

ですが、老年人口が何と６割行くというすさまじい数字。今でも少し高いのですけれ

ども、こういう結果になるということを見ていきたいなと思います。 

 それから、９・10は、９ページが年齢別人口構成の現時点、平成27年で、今調べら

れる一番大きな指標は国勢調査なのですけど、27年がもう古くなってきていまして、

現在調査に入っている最中でございます。ちなみに速報が出るのが来年の２月から３

月といわれているのですけれども、コロナの影響で少し遅れるかもしれません。10ペ

ージの方は2060年、令和42年の時はこういう風になりますということで、異常なピラ

ミッド構造になっているところでございます。 

 また、転入転出、11・12でございますけれども、11ページの方が死亡・出生という

自然動態の部分であります。下側が転入・転出でございまして、社会動態でございま

して、ずっとマイナス傾向にあるわけでございます。12ページをちょっと見ていただ

ければと思います。トータルですね。社会増は、以前はプラスになったこともあるの

ですが、今はマイナス傾向で少し減ってきいているということですね。一番大きいの

は、自然増というところがずっとマイナス基調になってきているというところでござ

いまして、いわゆる出生数よりも死亡者数が大きくなってきていることによるものと

考えて良いかと思います。 

 少しめくって下さい。細かいのは協議の中で見ていただきたいと思います。 

 17ページをお開き下さい。これは平成30年の転入・転出でございます。要するに外
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に出ていく、入ってくるなんですけれども、左側が転入でございまして、県内が大体

170人ですね、男女合わせまして。一番多いのが岩国の35人、柳井の30人、以下山

口、周南と続くわけでございます。転出の場合は、逆に転出超となっていますので、

県全体で302人、柳井が100人、岩国が61人、その2都市への集中、転出が目立って多

いというところです。 

 それから、少しめくって下さい。本当に簡単に説明させていただきますので。26ペ

ージをお開き下さい。よろしいでしょうか。産業別の、国勢調査でとれるのですけれ

ども、就業人口の年齢構成の平均年齢を付けているわけですが、見てもらえればわか

るように、全産業40代以上という高齢でございます。特に、農業、林業の場合はトー

タルで言いますと71.5歳というのが平均年齢でございます。年齢構造的には高くなっ

てきているかなという感じがあります。これも少し見ておいていただくと良いと思い

ます。 

 通勤・通学流動、28ページでございますが。下の表を見ていただいたらわかります

が、通勤・通学流動と書いてありますが、左側の表は、他の市町村で従業・通学する

人を下に集めていまして、県内では1,235人、このうち柳井市に571人の人が出て行っ

ていますよと。岩国に325人、それから田布施が88人、平生が76人というところが大

きな数字で、その後光・下松という形になるかと思います。逆に右側は、他市町村か

ら入ってくる人たちですが、岩国が431人、柳井が617人、それから田布施、平生とい

ったところが続くような形になります。ひとつの特徴として見ておいて下さい。 

 一般ですけれども、30ページにシミュレーションという何か難しい言葉でございま

すが、先程の社人研の推計で3,602人、下の表を見ていただいて、パターン１と言い

まして、これが最悪のパターンです、3,600人を切る。その下、4,272人まで回復す

る。これは何かというと、合計特殊出生率、つまり出生率を人口が減少しないまで少

し上げて行くという国の方針があります。これが2.1、15歳から45歳までの一人の女

性が２人以上産むという前提で設定した場合にでも4,272人まで落ちるといってい

る。一番下は、それプラス出入り、つまり島からの転入・転出を無くしてしまおう、

ゼロにしてしまうという極限のあれなのですが、それで行くと7,448までは維持でき

ます、ということなので、今後将来人口を決定する上では、どの辺に落とし所を見つ

けて行くかは、今後総合戦略と絡めながら進めて行こうと思いますが、難しいグラフ

でございますけれども。要は、現状の分析として見ていただいて、手持ちに持ってい

ただくとありがたいなと思っております。以上でございます。 

○議長（河原会長） 

 ありがとうございました。９ページに人口構成というのがありますが、昔社会科の

教科書には、人口ピラミッドというのがあって、まさに若い人がたくさんいて、だん

だん少なくなって綺麗な三角形が描かれていましたが、まさに今これ逆三角形だなと

いう風に見ました。特に15歳から19歳までの子が、９ページですが、いつも大島にい
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るのですね。これは商船の人口が入っているのかね。という解釈で良いのですかね。 

 皆さんいかがでしょうか。他に聞くことはありませんか。尾元委員さん、何かあり

ませんか。説明が上手ですから、なかなか質問が難しいかもしれませんが。後２回あ

るのですかね。１月末までに資料をじっくり読んでいただいて、いろいろ意見を反映

していただいたらありがたいです。はいどうぞ。 

○委員（北風委員） 

 さきほどの資料３－①では、仕事でも働く場所がないという意見が多かったと。資

料４では、26ページにあるのですが、男女別の就業人口の年齢が妙に高くなってい

て、仕事がないわけではないのですが、働く場所がないというアンケートでは、選ん

でいるから働く場所がないという結果になっているのか、それとも例えば農業でも林

業でも、本来仕事が必要である場所はあるわけですね。非常にそこも人口も減ってき

ているとは思うのですが、アンケートの結果と合わないというか、そういう風に思っ

てしまうのですが、いかがですか。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 では、私の方から。働く場所がないというのは、いわゆるマッチングと言って、別

に仕事を選ばなければ働けるよという環境があるのかどうか、というのは今のところ

分かってきていません。ただ、答えている人がどういう環境を肯定しようしているの

か背後的な説明はなかなか難しいかと思いますけれども、両面があるかもしれないで

すね。働く場所があってもマッチングしていないから働いていないのか、元々ないの

か。高年齢化しているのは、後者の言い分が少しあるような気がしますね。 

○委員（北風委員） 

 ということであれば、アンケートの段階で、例えば農業とか林業とか、細かい情報

が収集できるようなアンケートの形にしていないと、良い情報というのは得られない

のではないかなと思っているのですが。例えば、他の地域では細かくやっているので

すか、これと同じような形でやっているのですか。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 同じような形になっています。なぜかというと、そこで答えることによってその人

にバイアスがかかってしまう。ところが、特定の業種に差し替えた時に、これでは難

しいとなってきたときにどう判断するかが難しいですね。むしろそれよりも、アンケ

ート調査の場合、最後にフリーアンサーという自由回答があります。その中に出てく

ることに結構重要なところがありますので、それと絡めながら見て行く方法がありま

す。ですから、この答えだけで見て行く、この質問だけで見て行く、というのは、調

査表上ではちょっと厳しいというか。バイアスと言いまして、その人個人の意思が与

えられたときに、それが大きく影響すると、とてつもない作用が出てくる可能性もあ

る。これ聞けば聞くほどですよ。ちょっと慎重にやるべきかな、と思っています。通

常は聞かないような形にしています。 
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○議長（河原会長） 

 アンケートの自由回答はあるのですかね、文章で表現したような。 

○事務局（木嶋地域振興班長） 

 自由記入欄にたくさん書いていただいて。地区別、年齢別で整理はさせていただい

ております。たくさん貴重なご意見いただいております。 

○議長（河原会長） 

 そういうところを見れば、皆さんの意向も露わになる可能性はある。 

○事務局（木嶋地域振興班長） 

 そうですね。かなりの量があるのですが、傾向としては、整理すればそのあたりの

分析ができるのではないかと。 

○議長（河原会長） 

 データとしてはあると。 

 はい、他にいかがでしょうか。この件につきしては、以上ご了承ということでよろ

しゅうございますか。 

＜了承の声＞ 

○議長（河原会長） 

 ありがとうございました。 

 

(5) 総合計画の骨子案、レイアウト案について 

○議長（河原会長） 

 いよいよ最後、「総合計画の骨子、レイアウト」ですが、資料は⑤と⑥となってお

ります。説明をお願いします。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 では、最後同じく座って説明させていただきます。Ａ３の用紙で２枚組となってお

りますが、何と書いているかと言いますと、今ある計画をベースにしながら、新しい

基本構想なり基本計画なりを作る上での表題ですね、要するに目次構成みたいなもの

です。ここにこういう風な配置をしますよと。特に重要なのは、後言いますが、２枚

目の将来像や基本計画のところです。今日議論いただきたいのは、今日全てとは言い

ませんけど、時間が許す限りご意見をいただきたいのは、10年後の将来像について少

しご意見をいただきたい。一応提案はしておりますけれども。そういうものを明示し

たいと思っております。そのうえで、全段の構成を説明しますね。手短にさせていた

だきたいと思っております。 

 １枚目、町長あいさつ。これは割愛、目次構成ですから良いと思います。 

 第１部を序論としておりまして、総合計画とは何か、というところで、先程策定方

針にありました内容を踏まえながら、策定の趣旨や役割ですね、それから計画の期

間、それから推進体制といったところを整理する部分でございます。 
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 第２章としましては、概況ということで、先程お見せしました現状分析プラスアル

ファのものでここを整理していきます。通常、総合計画という冊子の冒頭には必ずこ

ういう概況が載って参ります。今知り得る部分を付けておりますが、ここは割愛させ

ていただきたいと思います。皆さん大変ご存知と思いますので割愛します。 

 それから第３章、周防大島町を取り巻く変化と住民の声ということで、先程私省略

しましたけれども、現状分析の冒頭にあったのですが、６つの時代潮流、今のところ

６つに限っていますが、「人口減少、少子・超高齢化社会」、これは皆さんおわかり

だと思います。それから「高度情報ネットワーク化とグローバル化、「安全・安心に

対する知識の高まり」、それから「社会経済（成長から成熟へ）」、「環境に対する

意識の変化」、「コミュニティの変容」。大体この６つが大きなトレンドとして町の

方の計画にどう影響するのか、という視点を整理していく部分でございます。それか

ら、住民の声。先程申し上げましたアンケートの中から抜粋して挙げていますけれど

も、この辺も計画書の中に盛り込んでいくつもりにしております。例えばですが、

「本町の住み良い点」自然が豊か、治安が良い、というところ。それから、住みにく

いのは逆に言いますと、交通の利便性が悪い、買い物や飲食遊ぶのに不便、通勤・通

学に不便、医療・福祉・介護に不足している。まちづくりに関する取組への不満度と

いうところで、働く場の確保と人材育成、病院・医療サービスの充実、公共交通対策

の推進、商工業の振興、道路の整備、といったところがアンケート調査と同じなので

すけれど、挙げさせていただいております。今後重要度が高い取り組みと思うのは、

先程読み上げましたけれども、働く場の確保と人材育成、病院・医療サービスの充実

といったところが最優先のところで挙げられているところでございます。それから、

人口減少への対処の取組ということでいきますと、働く場所や雇用機会の創出、医療

環境・福祉環境の整備・充実、重点を置いて取り組むべきだと思う行財政改革、ちょ

っと読みあげませんでしたけれども、行財政改革ですね、職員の資質向上、財政健全

化、親しみのある役場づくり、職員数の適正化、窓口サービスの向上、民間活力の導

入、そして情報公開制度の充実。将来について不安を感じること、自分や家族の健

康、少子高齢化による地域の衰退、自分や家族の介護、自然災害、で経済的な負担、

のところが心配ごとであります。 

 というところで、第４章では、周防大島町の最重要課題とこれからのまちづくりに

必要な視点というのを挙げているのですが、まず最重要課題というのを先程言った人

口問題に視点を絞っています。項目だけお話ししようと思いますが、人口減少と少子

高齢化の進行、人口再生産力の低下、そして生産年齢人口自体の縮小、といったとこ

ろの「人口」を切り口にしたところで読み取れる。それから、これからの周防大島町

のまちづくりに必要な視点ですが、ひとつは雇用の場と産業人材の確保による産業振

興と持続可能なまちづくり、地域や人や資源の活用による個性豊かで時代変化に柔軟

に対応するまちづくり、というところです。キーワード的には、先程出ました人口減
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少・少子高齢化、関係人口。関係人口というのは「交流人口」から派生した国が良く

使う言葉でございまして、例えば、立ち寄っていく通過人口が更に何度か仕事でリピ

ーターになっていく、何度か訪れる、祭りのたびに帰ってくる、というのを関係人口

というような定義をします。それから、地方創生。ＳＤＧｓ（エスディージーズ）は

皆さんご存知かもしれませんけれども、後レイアウトの方で出ますので、その時にま

たご説明しますが、これは国連が指定しました17の持続可能な環境の指標でございま

して、17指標ございます。国会議員さんが左の方にバッジ貼っていますよね、円の。

あれがＳＤＧｓの色でございまして、17個入れています。これは後でご説明申し上げ

ます。それから協働ですね。Society（ソサイエティ）5.0はちょっと難しい言葉でご

ざいますけれど、ＡＩ、人口知能ですね、それからＩｏＴはご存知と思いますがイン

ターネット・オブ・シングズですね、いろいろなものに入っています。それからＲＰ

Ａはロボティック云々プロセス・オートメーションというのか、いわゆる自動化とい

うもので、この辺が全てSociety5.0という中身でございます。Society5.0は先程会長

の方で冒頭申し上げられたと思いますけれども、いわゆるサイバーと言いまして、仮

想空間と現実、フィジカルな空間が合体していく、融合するということで、経済発展

と社会的な融合というか、そういう人間中心の世界に戻っていきましょうというの

が、Society5.0と言われております。Society4.0は情報化社会ですね、その前の世代

でございます。こういったところをある意味加えて行かなければならない。後は健康

寿命です。これは健康寿命が１歳延びると人口減少が減りますので、大事な要素です

ね。それから地域共生社会、子育て支援、教育の充実。それから地域経済の好循環

等、ずっと挙げていますけれども、こういったキーワードを入れながらやはり視点を

整理していった方が良いのではないか。 

 そして、第５章で以上の総括をしたうえで、主要課題として整理しますよというこ

とでございまして、現計画の主要課題につきましては、今の６つが挙げられています

けれども、これが少し変容する可能性があるということでございます。 

 次のページ、２ページ目を見て下さい。大事なところになります。基本構想、まち

づくりの基本理念ですね。私どもが提案していますのは、３つ挙げております。理念

１、定住を進める。働く場をつくる、安全・安心・便利・快適な暮らしと医療体制・

健康づくりを進める。理念２、個性を活かす。町の特性と素材を磨きあげ、人・物・

技術・情報が交流する、いわゆる自然と共生する。３番目、人材を育てる。住民と行

政が協働し住民一人ひとりが生き生きと活動する、住民同士が支えあう。四角で囲ん

でありますが、住民アンケート計画から浮かび上がるまちづくりの基本理念のキーワ

ードとして、自然環境、交通や買い物の利便性、働く場の確保と人材育成、病院・医

療サービスの充実、健康です。現計画では、まちづくりの基本理念、は計画名称の

「ひと☆きらり まち☆きらり」が該当すると考えられます。住民が健康で、住民が

主役となる協働のまちづくりというのは「ひと☆きらり」、それから自然環境と調和
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したうるおいのある住空間と活力と創意に満ちた産業があるまちづくり、これは「ま

ち☆きらり」、そして自然と体験交流資源を活かし、人が集いふれあい、人や地域環

境にやさしい共創のまちづくり、これは「まち☆きらり」ですね。まちづくりの基本

理念、これは私どもの提案なのですけれども、理念は、本町のまちづくりの基本姿勢

となるものです。住民意向をはじめとした各種評価資料などを参考に次期計画のまち

づくりの基本理念を検討します、というところでございます。 

 次に将来像。次期計画の提案としているところですけれども、自然豊かでみんなが

元気な、安全・安心・快適なまち、サブタイトルとしまして、人がにぎわい、未来に

はばたく、活力に満ちたまち！周防大島。現計画はですね、元気、にこにこ、安心で

21世紀にはばたく先進の島と書いております。コメ印のところですが、住民アンケー

トから浮かび上がる「本町の将来像」のキーワードは、「自然環境豊かなまち」「医

療・福祉・介護が充実したまち」「活発な産業と働く場が確保されたまち」「健康・

医療・福祉が充実したまち」「道路や交通利便性が良いまち」「防犯・防災体制が充

実したまち」などです。これらの住民意向をはじめとした各種評価資料などを参考に

次期計画で目指すまちの将来像を検討します。 

 そして、第３章がそれに基づいた基本目標です。今現在もありますけれども、大き

な柱を立てていきましょうというところで、ひとつは基本目標１、自然と共生した快

適で活力あるまちづくり、生活環境・都市基盤・産業振興がこれに当たります。それ

から基本目標２、人が元気で活躍するまちづくり、教育・生涯学習・住民参画・人

権・男女共同参画・コミュニティ。基本目標３、安全・安心で思いやりに満ちたまち

づくり、福祉・保健・防災・消防・救急・交通安全・防犯といったところが入りま

す。なお、現計画はですね、先程の将来像にあったものを分解しまして、元気のある

まちづくり、にこにこのあるまちづくり、安心のあるまちづくり、という風に考えて

います。ここでの将来目標というのは、やはり住民アンケート等を見ながら組み立て

た方が良いのではないだろうか、ということでございます。 

 それから第４章、目標人口。今現在では先程お見せしました2030年時点での社人研

推計ですので、１万１千４百人位になるかなと思います。 

 次は施策の大綱。これは基本目標が決まりましたら、これごとに施策を整理しまし

て大枠の取組の方向を示します。それに基づいて施策体系というものを作っていきま

す。 

 成果指標というのは、皆さんご存かもしれませんけれども、事業をやった時の目標

指標というのを設定するわけですね。そのときは、難しい言葉、赤で書いています

が、ＰＤＣＡと。プラン、ドゥ、チェック、アクションと書いています。計画して、

実行して、それを評価して、もう１回それを練り直すという。繰り返しですけれど

も、これを達成度評価という視点ができるような形で成果指標をセットしていく必要

があります。 



26 

 

 最後、第３部、基本計画ですけれども、今回重点プロジェクト。今のところは現在

の総合戦略に挙げています４つの柱を挙げていますが、今後総合戦略をどういう風に

変更して強めて行きますので、若干の変化があるかもしれません。 

 以下、施策の展開というのは、施策の体系に基づきまして、具体的にどういう取り

組みをするのか、というところをお示しするところでございます。 

 最後に、計画の推進体制というのを整理していきます。 

 大体、こういう構成で基本構想・基本計画を仕上げて行くというイメージでござい

ます。 

 続いて、申し訳ございませんが、もうひとつ資料がありますが、レイアウト案を付

けております。これは、レイアウト案というのは資料の⑥になるのですが、先ほど言

いました序論というものを具体的にページに落としたものです。もちろん最終的なデ

ザインは変わるかもしれません。ただ、こういうすっきりした見せ方で整理します

よ、という見本でございますので、あえてここで中身を読むあれではないのですけれ

ども、メリハリのきいた形ですっきりしてきた。特に、８ページをお開きいただい

て、基本計画というところなのですが、これは具体的な基本目標に基づいて、どうい

う取り組みをするのかというのをすっきりした形で整理しましょうということです。

現計画を踏まえますと、この辺のところをきちんと整理した方が分かりやすいのでは

ないだろうかと考えていますので。まず、目的をきちんとうたう、９ページの方です

が。各施策、例えば、農林業の振興のところで目的をきちんとうたう。そして、現状

と課題のところで、アンケートであった、ワークショップであったご意見を入れなが

らしていく。そして、施策の体系、10ページですけれども、農林業の振興というのは

こういう風に構成されますよということで、施策ごとに箇条書きで方向性をきちんと

整理していく。だらだらした文章ではなくて、簡潔な文章にしていこうという風に今

考えています。そして、それに関わらず、事業についても右斜め上のように整理をし

ていって、先ほど言いました成果指標というものを持っていく。そして、これに関連

する個別計画というものはこのようなものがありますよ、というのを一緒に整理して

いこうと思っています。ちょっと難しいのですが、11ページの個別計画・関連計画と

いうのは、総合計画は最高計画ですので、実際に農林業の振興をやる時に、具体的に

どういう計画で動くのですかというための資料でございます。 

 そうすると、大体見開きで長くて３ページ、短いところですと見開き１ページで見

られるような形にしたいと考えています。ぱっと見開いたら、施策だけ一覧で見られ

る形に整理をしていきたい、というのが私どものご提案でございます。 大体こうい

う形で整理して、この辺りは参考でございますので、見ていただきたいと思います。 

 今日は何もできませんが、ご議論いただきたいのは、先程のＡ３骨子案の第２部基

本構想の、特に将来像、基本理念について、ご意見を少し賜りたいなと考えておりま

す。今日は時間の制限があるかもしれませんが、それに漏れた場合は、私の提案です
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けれども、少し時間をおいて、１週間位おいて、時間的に言えなかったことを事務局

様に言っていただければ、皆さんの意見を吸収できるのではないかなと思っておりま

す。今日許す限り将来像と理念のところを特にご意見いただければと思っておりま

す。 

○議長（河原会長） 

 ご説明いただきましたが、今の件について何か質問等ございますか。特に、将来像

それから基本目標。 

○委員（野村委員） 

 基本構想・計画のところはよくわかるのですが、僕医師会の人間なのですが、医療

に対して、医療の充実とかかなりパーセンテージが高かったのですが、何が不満なの

か、医療に対して不安とか充実とか望む声は出ているのですが、内容について何をし

て欲しいか聞こえなければ、僕ら医師会としても最善の行動に結びつかないのですけ

ど。 

○議長（河原会長） 

 はいどうぞ。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 私の方でお答えします。自由回答というのがあります。その中で病院関係があると

いうことと、それからワークショップで経緯の問題がありましたけれども、ワークシ

ョップでの課題とか取り組みの中にも細かく出ている所があります。そういうものを

うまく取りこみながら、施策として私ども紹介していきたいなと思っています。それ

を見ていただければ、少し広がりというか中身が見える形にしなくてはいけないと考

えています。 

○議長（河原会長） 

 野村先生ご苦労様でした。 

○委員（野村委員） 

 ありがとうございました。 

○議長（河原会長） 

 今説明がありましたように、文書で回答されたアンケートもあるようですから。ま

た見ていただいたらと思います。どうぞ。 

○委員（桑原委員） 

 案に農林業の振興とあるのですが、ぜひここに漁業を入れて欲しいのですが。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 これはですね、レイアウトですので。たまたま事例として載せただけですので、全

部入りますからご心配なく。失礼しました。 

○議長（河原会長） 

 今言いました将来像とか業務目標、この辺あたりで何かご意見を賜りたいと思いま



28 

 

す。はいどうぞ。 

○委員（古川委員） 

 第２部の基本構想の、第3章の基本目標というところで、委員さんは分かっても、

これをなぜやるのか、役場がやるのか、民間への指示でやるのかがとれないので、主

体はあなたですよ、あくまで住民ですよ、という思いを込めたキャッチフレーズにし

ないと、誰かやってくれるだろうということになるのですけれども。必死に頑張りま

しょうというか、そういうことで言いますと盛り上がらないですね。と思います。 

○議長（河原会長） 

 貴重なご意見、ありがとうございました。他にいかがでしょうか。 

○委員（荒川委員） 

 町長選挙が10月25日位にあって、町長の考える将来像というのが、当然基本構想の

中に入ってくるべきであろうと思いますので、ぜひそこら辺りの調整をしていただき

たいと思います。 

○議長（河原会長） 

 そういう方向で段取りをお願いします。他にいかがですか。 

 いっぱい意見を聞かれたかと思うので、一言言わせていただきたいと思うのです

が。前回も言ったのですが、個人的な意見でありますが、将来像のところで「元気、

にこにこ、安心で、21世紀に羽ばたく先進の島」とあって、確かにすばらしいテーマ

であって、世紀をまたいで次の世紀に飛び立っていく。20年も過ぎてまだ、という話

をこの間にしたと思うのですが、今回案を見ますと、「人がにぎわい、未来にはばた

く、活力に満ちた周防大島町」という風に書いてあります。未だに空を飛んでいるの

か、という感じです。桃太郎の話を思い出したのですが、犬さんとキジの話ですよ

ね。キジさんは空から状況をよく把握して、鳥瞰で広い情報を集めてくる。それか

ら、小さな犬は地表、いろんな情報を基にして方針を考えて進めてくる。実際行った

犬がどんどん仕事をしていくというスタイルがあると聞いたことがあります。単に上

からばたばたやっている、そういう風な時代ではないというのを、冒頭時間を取って

話させていただいたのはそういう思いで話させていただきました。要するに「未来を

切り拓く」というような思いがすごく大事なのではないかと。今の時代、５年10年は

ばたいていく、それだけの若い者もおりませんが、突然どこかからコロナが来たと言

うようなかわいそうな状況で、もっと着実性、現実性のある、皆に訴える、皆にやる

気を起こさせるような、そういうものにしていただきたい。個人的な意見ですが、そ

ういう風に思います。他にいかがでございましょうか。はいどうぞ。 

○委員（尾元委員） 

 まず１点は、レイアウトの方なのですが、レイアウトの２ページ目、第１のところ

ですね。周防大島町総合計画（平成18年度～令和２年度）と書いてあって、西暦で書

いていただきたいと思うのです。表記に当たって西暦の方が分かりやすい。平成18年
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度から令和２年度と書いてあるけれども、下に10年間の計画とあるが、これ15年です

ね。現在、確か中期があったような。前期・中期・後期というようになっております

ので。レイアウトの方はその辺で。あと、これは骨子の案の方ですが、アンケートを

含めまして、本町に対しての不満度というところで、どうしても病院・医療サービス

の充実というころがあるのですね。これは、やはり健康に不安もあるし、近いところ

の病院事業、より良い医療というものを求めるということが第一、というところがあ

るのですが、今、本町においては病院事業の改革という、これは病院事業局の対応で

展開しております。そういった中で、医療を残すという立場を取らざるを得ないとい

う現状もあるのですね。そうした中で、「病院の充実」という表現の中で、総合計画

の中に挙げるということが、上手く良い表現のもとに掲げて行かなければならないと

感じております。 

○議長（河原会長） 

 これに対して何かありますか。 

○事務局（岡本政策企画課長） 

 失礼します。内部の検討の段階でも、医療・福祉分野について展開をしていくの

か、それとも中身を整理していくのか、意見をいただいております。同じようなご意

見であったと理解しておりますので、今後実際のところと照らし合わせながら整理を

して、適切な表現に改めて行きたいと思っております。 

○議長（河原会長） 

 はい、ありがとうございました。他にいかがでしょうか。はいどうぞ。 

○委員（長尾委員） 

 いろいろなデータがたくさんあって大変だったと思います。１月にこの総合計画が

完成するということで、２月～３月で納品という予定ではなっております。完成した

ら、細かいことは仕方がないと思っているのですが、今まであった、吉村委員が言わ

れたように、ワークショップの内容とか、皆さんから出た案を総合計画が完成してか

らではなくて、今の段階でもどうするか方向性を役場の方できちんと把握しながら、

ご意見を無駄にしないように進めていただきたい。教育委員として、通勤・通学と言

うのがありましたが、教育委員会でも話しておりますし、今から人口減少するという

ことで複式学級が増えていきます。複式学級を改善するためにもどうするかというこ

とは考えております。町のためになるよう、１月にできるのであったら頑張っていた

だきたいと思います。大枠の中で細かいところを決めるということですが、細かいと

ころが一番大事だと思うので。これが窓口ということになると思います。町政のため

によろしくお願いいたします。 

○議長（河原会長） 

 ありがとうございました。アンケート結果をどうするかがひとつ課題として残った

と思うので、ご検討をよろしくお願いします。他の方。 
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○委員（中元委員） 

 人口が減少するということで、女性の方が２人子どもさんを産んだら、人口が相当

増えますよね。人口が増やせるように、若い方がここに住みつくようにというのはや

はり、企業か何かがここに入り込んで、そこでお勤めもしていただくようなことにな

れば、若い方がたくさんここに住んでいただけると思うのです。このままで、医療の

ことでしたら、ここにいて具合が悪くなったら、たくさんの総合病院もあれば、かか

りつけを持っておれば、そこで紹介してくだされば、ここでかからなくても、多少悪

いような者は内地へ行ってでもかかれるのだから、ここに住めないことはない。この

ままの状態であったら、このまま衰退するままで。子どもを産んでもらって、「この

大島って素晴らしいな、あんなにも人口が増えた」と皆さんからうらやましがられる

ような町にするためには、何か企業があったら。町の方で学校が廃校になれば、企業

をそこに持って来られたら、働く場所もあれば、子育てもできるし、魅力あるまちに

なるのではないかなと思っています。 

○議長（河原会長） 

 そうですね。ありがとうございました。今ニュースで有名なのは淡路島ですかね。

淡路島の企業が大きくなって。他にもいくつかそういうのが、大きいか小さいかよく

知りませんが。今、状況がというのがお互いよくわからない、知らないというのが多

いのではないかと思うのですけれども。多少、そういう情報も公開できる部分があれ

ば、皆さん知って貰ったら違うのではないかと思います。はい他に、どうぞ。 

○委員（川本委員） 

 商工会の川本ですが。私の考えは、この島がもう何十年前からずっと下がって全然

変わっていないという印象がすごく見える。私の気持ちとしては、後10年か15年、私

が今67歳ですから、80歳。それまでの私たちの考え、30代の考え、お前、後20年経て

ば、俺らの年齢になった時に、この島がどういう方向性を自分らが考えるのか。基本

路線を、この島を年寄りの島にするのか、観光の島にするのか。はっきり移住像を作

って、それに向かって10年、15年先を見ながら。周りは福祉を大事にしましょうとい

うのであれば、福祉で行きながら、観光も少しは動く。両方が上手い具合にいくのは

無理だと思う。私の考えは、どっち方面にこの島を進めるのか、というものを見出し

ていただきたい。そうでないと、人口減に応えるためにどうするのか、皆さんの意見

は「それは仕方がない、人口減だから何をやってもだめだ」という声が多い。この島

を人口減の考え方で老人の島にするのか、福祉を全部充実して「定年退職された、島

は住みやすいですよ、住宅もちゃんとありますよ、ここに住んで下さいよ」そしたら

固定資産税も入る。そういうきちんとした１路線を決めて行った方が良いのではない

か、という個人的な意見です。 

○議長（河原会長） 

 前からおっしゃった意見だと思いますが、重要なポイントだと思います。ありがと
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うございました。町長選挙があって、新町長さんが誕生しますので、町長さんの方針

というものがあると思いますので、期待をしたいと思っております。他にいかがでご

ざいましょうか。はいどうぞ。 

○委員（野村委員） 

 単純なことで申し訳ないですが、「働く場の確保とか人材」というのは、大島郡内

のことを言っているのですか。例えば、大島に住めて、柳井とか岩国に働く場所があ

れば、それで働く場所があると考えているのですか。 

○事務局（㈱ぎょうせい 木下研究員） 

 基本的には郡内、島内に働く場があると言う前提で聞いています。 

○議長（河原会長） 

 はい、もう一人。どうぞ。 

○委員（北風委員） 

 大島商船高等専門学校です。学生が200名近くいるのですが、情報工学科と電子機

械工学科と商船学科と３学科あります。商船学科は外航船を目指す学科なので、主に

出て行く学生が多いのですが、情報工学科と電子機械工学科は、一定数の学生は地元

に就職したいという人が毎年出てきます。しかしながら、残念なことに情報技術、電

子工学という関係部門を含めても近隣企業がないので、どうしても関東・関西に出て

行く、というのが現状なのです。新型コロナウイルスの影響で、ネットを使いながら

在宅ワークができる時代に入ってきていますので、そういうことを含めて、今後周防

大島町の中で働くことができるという形に企業がなってくれば、本校の学生もここに

就職したいという者が出てくるはずなのです。そういう環境もぜひこのアイテムの中

に、Society5.0が入っていましたが、そういう内容の中に組み込んでいただいて、本

校の学生を就職させる。毎年優秀な学生が、若い人が集まってくるようになる。そう

いう魅力のある島に是非ともしていただければと言う風に思っています。 

○議長（河原会長） 

 ありがとうございました。情報の仕事につきたいという者が一杯いるが、仕事がな

ければ仕方がないねという。はい。 

○委員（荒川委員） 

 前年度の事業なのですが、かなり好条件な町営住宅を建設して、４棟の募集をかけ

たところ32組の応募があった。全部お子さんを持っている家庭です。ですからそれを

全部受け入れると、かなりの人数が一気に大島町に住んでいただけるのではないかと

いう風な思いをしたのですが。これからは、子育てに特化した周防大島町ということ

で、新しい町長さんも力を入れて行かれると思っていますので、今、川本委員が言わ

れたように、観光とか福祉とかいろいろ問題はあるのですが、さし向きは子育てに特

化、子育て日本一くらいのつもりの政策を掲げて行くというのも一つの方法だと。そ

れから、応募者の就職先がどこにあるかが分からなかったのですが、32組来るという
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ことは、少なくとも100人近い人が大島に住んでも良いよというようなことだったと

思っています。そういうことも含めて、少子化の一考として提言していきたい、と私

は思っています 

○議長（河原会長） 

 たくさん意見が出てありがたいですが。他にございますか。はいどうぞ。 

○委員（吉村委員） 

 １点だけ、２点か。策定方針には、最後、何度も僕ここが大事だと思っているの

で、実行計画が入っています。レイアウトの多分第４章で実行計画を入れていただけ

るのですよね。第３部で終わっているので、第４部、実行計画が入ると思っていて良

いですよね。 

○議長（河原会長） 

 良いですか 

○委員（吉村委員） 

 ここまでだと、何をする、事業を誰がやるまでが入っていますが、誰が何をするま

で落とし込んでいないのですよ、多分。最初の基本計画方針、３番以降に基本構想、

基本計画、実施計画で構成します。総合計画レイアウト（案）は、序論が１部になっ

ていて、２部基本構想、３部基本計画で終わっているのです。目次にはないのです

が、実施計画まで含みますよといっているのに、最終的な案を出しますというものに

入っていない、と思うのですが。 

○事務局（木嶋地域振興班長） 

 総合計画の冊子自体は、基本構想、基本計画で作成させていただきます。現計画で

も、実施計画はあるのですが、今までは３年に１回ローリングを行って、検証しなが

ら変更をかけていっているものですので、計画に細かい資料までは載らないのです

が、別葉で実施計画というものを作らせていただいて、今度は毎年ローリングをして

いく予定にしていますので、新しい取り組みなどが出てくれば、そこに挙げてくるよ

うな格好になってくると思います。冊子の中には入らない。 

○委員（吉村委員） 

 別枠で冊子ができるということ？何かしらの案が出るということですね。 

○事務局（木嶋地域振興班長） 

 そうですね。実施計画までを作成する予定にしております。 

○委員（吉村委員） 

 諸先輩方が、先人の知恵というか、導きで言って下さっているので、この将来像と

いうのが今後10年周防大島のキャッチコピーになると自分は思っているので、ぜひす

ごく良いものを考えていただければと期待しています。すいません。 

○議長（河原会長） 

 ありがとうございました。最後もう一人、何かあれば。よろしいでしょうか。は



33 

 

い、それでは、家に帰ってよく見て、何か思いついたことがあれば知らせてというご

発言がありましたので、そういう方向で行きたいと思います。では、ご了承というこ

とでよろしいですかね、レイアウトに関しては。 

＜了承の声＞ 

 

（６）その他 

○議長（河原会長） 

 では、その他、協議事項は以上ですが、その他ご意見があればお願いします。事務

局からどうでしょうか。 

○事務局（木嶋地域振興班長） 

 すいません。次回の会議、スケジュール表で行きますと、11月半ば位の予定にさせ

ていただいておりますが、前後するかと思いますが、またご案内させていただきます

ので、どうぞよろしくお願いします。 

○議長（河原会長） 

 できるだけ早く案内して下さい。そういうことで良いのですかね。さっきからいろ

いろお話がありましたが、船が大島大橋に当たってから、水道で皆さん大変苦労しま

したが、つい最近もイノシシが町の中を走り回ったということがあったそうですが、

周防大島はそういうスキャンダラスな情報で有名になるのではなく、議長さん（荒川

委員）が言われましたように、住み良いまちになるように、ご発言、ご意見をいただ

きたいと思います。今日はどうも、お疲れでした。ありがとうございました。 

 

 


